
 

 

 

番号 震央地名
深さ
(km)

M
最大
震度

1 1月3日 18時10分 熊本県熊本地方 10 5.1 ６弱
2 1月3日 18時19分 熊本県熊本地方（※） 11 2.4 1
3 1月3日 18時48分 熊本県熊本地方 11 3.2 2
4 1月5日 14時28分 熊本県熊本地方 10 2.4 1
5 1月5日 18時17分 熊本県熊本地方 11 3.2 2
6 1月9日 03時02分 熊本県熊本地方 10 2.5 1
7 1月21日 19時32分 熊本県熊本地方 10 3.5 2
8 1月26日 14時16分 熊本県熊本地方 10 4.3 ５弱

発震時

●特集．１月３日、１月 26 日 熊本県熊本地方の地震 
 

（１）概要 
2019 年１月３日 18 時 10分に熊本県熊本地方の深さ 10km で M5.1 の地震が発生し、熊本県和水（な

ごみ）町で震度６弱を観測したほか、九州地方、四国地方、中国地方で震度５弱～１を観測した。気
象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 6.0 秒後の 18 時 10 分 35.8 秒に緊急地震速報（警
報）を発表した。発震機構は南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型である。この地震により、熊本県
で重傷１人、軽傷３人、住家一部破損７棟の被害が生じた（１月 11 日 17 時 30 分現在、総務省消防
庁による）。また、１月 26 日 14 時 16 分には、この地震の震源付近の深さ 10km で M4.3 の地震が発生
し、熊本県和水町で震度５弱を観測したほか、九州地方で震度４～１を観測した。この地震の発震機
構は南北方向に張力軸を持つ型である。この地震による被害は報告されていない。これらの地震は地
殻内で発生した。 

熊本地方気象台は、震度６弱を観測した震度観測点及びその周辺を中心に、震度観測点の観測環境
の変化有無及び震度観測点周辺の被害や揺れの状況の確認のため被害状況調査を実施した。その結果、
震度観測点の観測環境に異常は認められなかった。また、同台は地方公共団体の防災対応を支援する
ため、熊本県庁と和水町役場に気象庁防災対応支援チーム（JETT）を派遣した。 
 
（２）地震活動 
ア．地震の発生場所の詳細及び地震の発生状況 
 2019 年１月３日 18 時 10 分に熊本県熊本地方の深さ 10km で M5.1 の地震（最大震度６弱）が発生し
た。この地震の発生以降、震源付近で地震活動が活発になり、31 日までに震度１以上を観測した地震
が８回発生した。M5.1 の地震の次に規模の大きな地震は、26 日 14 時 16 分の M4.3 の地震（最大震度
５弱）である。地震活動は北西－南東方向に延びる長さ約５km の領域を中心に発生しており、減衰し
つつも継続している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２－３ 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

表２－１ 領域ａ内で発生した最大震度１以上の地震 

図２－１ 震央分布図 
（2019 年１月１日～１月 31 日、 

深さ０～20km、M≧0.5） 
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図２－２ 領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 

※情報発表時に使用した震央地名は〔福岡県筑後地方〕である。 
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イ．発震機構

 
 
 

ウ．過去の地震活動

 
 
 
 

図２－６ 震央分布図 
（1923 年１月１日～2019 年１月 31 日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
2019 年１月の地震を濃く表示 

図中の茶色の細線は地震調査研究推進本
部の長期評価による活断層を示す 

図２－７ 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

1997 年 10 月１日から 2019 年１月 31 日までに発生した地震の発震機構を図２－４に示す。周辺で
発生した地殻内の地震は、発震機構が概ね南北方向に張力軸を持つ型が多い。2019 年１月に発生した
地震の発震機構を図２－５に示す。今回の地震活動で発生した M3.5 以上の地震の発震機構は南北方
向に張力軸を持つ型であり、これまでの活動と調和的であった。 

図２－４ 発震機構分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年１月 31 日、 

深さ０～30km、M≧4.0） 
シンボルから伸びる点線は張力軸の方位を示す
シンボルの色で断層の型を表している
橙：横ずれ断層型   紫：逆断層型
緑：正断層型     灰：どの型にも分類されない
図中の青色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す

図２－５ 領域ｂ内の発震機構分布図 
（2019 年１月１日～１月 31 日、 

深さ０～30km、M≧3.5） 
シンボルから伸びる点線は張力軸の方位を示す

1923年以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ｃ）では、M5.0以上の地震が４回発生し
ている。1966年11月12日に発生した M5.5の地震（最大震度３）では、屋根瓦や壁の崩れなどの被害が
生じた。また、今回の地震は、「平成28年（2016年）熊本地震」の一連の地震活動域から約20km 離れ
ている。「平成28年（2016年）熊本地震」では、死者272人、負傷者2,808人、住家全壊8,668棟などの
被害が生じた（2018年10月15日現在、総務省消防庁による）。 

今回の地震 
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